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栃木農試報No.16（1972）

飼料用大麦の機械化栽培技術体系について

佐藤文夫・大村二郎・渋江　修・高橋憲一

　1　はじめに
　近年畜産の多頭化の傾向にともなって，飼料

自給度の向上が重要となっているが，濃厚飼料

給源を水田裏作に求めようとする動きとともに

麦作合理化としての技術信託による集団栽培も

みられるようになり，これらを前提に大型機械

化栽培体系化の研究もなされている．　一方水

田作の機械化に伴ない，これが裏作麦への利用

拡大が問題となってきた．このような背景のも

とに本研究は‘69，‘70年に水田作における自

立経営農家を対象に，農林省農林水産技術会議

で行なった「農業機械化技術の緊急開発に関す

る研究」の一環として，農林省農事試験場から

委託をうけて実施したものである．

　なお，試験遂行にあたり，農事試験場畑作部

　　第1表　年次別作業の体系

杉本清治機械化研究室長，高野久作物部長，畜

産試験場各位，市貝農業改良普及所各位，およ

び現地委託農家君島豊一郎氏より多大の御援助

をいただいたことに謹んで感謝の意を表する．

　Ⅱ　試験方法
　1．試験場所　場内一（宇都宮市瓦谷町1080）

および現地農家（芳賀郡芳賀町与能．君島豊一

郎）

　2．供試条件　供試ほ場は場内および現地と

もに沖積水田（場内は‘69，‘70年ともに24a，

現地は‘69年83a，‘70年30a）を用いた．供

試作物は二条大麦（ニューゴールデγほかλ供試

機として中型トラクタ（場内はクボタL－200，

20P　S，現地はシバウラS－1100，20P　S）と

区　分　　　　　　　場　　　　　　　 内　　　　　　　　　　　　現　　　　　　　　地
作業名 '69年度

中トラ・ロータリー

(1.25m巾)

中トラ・グレインドリル

　　　　(7条用)
　5条用として使用

人 力

中トラ・スプレーヤー

　　　(6.0m巾)
自脱型コンバイン

　　　　(2条用)
中トラ・トレーラー

　　　（1ｔ用)
ビニールサイロ

　　　　(20石用)

　’70年度　　　　’69年度　　　　’70年度
中トラ・スプレーヤー　　大トラ・スプレーヤー

　　　　(6.0ｍ巾)　　　　　　（5.4ｍ巾)

中トラ・ロータリー
(1.42ｍ巾)

中トラ・水田ハロー
(2.1ｍ巾)

中トラ・水田ハロー
(2.1ｍ巾)

中トラ・ロータリー

(1.25ｍ巾)

大トラ・スプレーヤー
(5.4ｍ巾)

自脱型コンバイン　　　　自脱型コンバイン　　　　自脱型コンバイン

(2条用）　　　　　　　(2条用)　　　　　　　(2条用)
中トラ・トレーラー

(1ｔ用)
樹脂サイロ　　　　　　　ビニールサイロ　　　　　樹脂サイロ

(10石用)　　　　　　(20石用)　　　　　　(10石用)

中トラ・ロータリー

(1.42ｍ巾)

リ　　ヤ　　カ　　ー　　小トラ・トレーラー

除 草 剤 散 布

攪　　土　　 耕

砕　　　　　 土

施　　　　　肥

播　　　　　 種

覆　　　　　 土

攪　　土　　 耕

除 草 剤 散 布

収穫
刈取脱穀

運　　搬

貯　　　　　蔵

中トラ・ブロードキャスター

中トラ・ブロードキャスター

中トラ・グレインドリル
(7条用)　　　　　人　　　　　　　力

5条用として使用

人　　　　　　　力
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第2表耕種概 要（10aあたり》

区分 場 内 現 地

項　目 ‘69年度 ‘70年度 ‘69年度 ‘70年度

供
供
品
播
播
播

試
試

種

種
種

　　場

　　積

　　種

　　期

　　量

様　式

ほ

面

除草剤　第1回

散　布　第2回

収　　　　　穫

　　　沖

　　24a

改良二条2号

　11月8日

　　駿4七9

　条　　　播

　　z5κ9

　11。0κ9

　　92κ9

　　ゑ7κ9

　PCP水和剤
　（7179）

　6月11日

　　積

　　24a
ニユーゴールデン

　10月27日
　　14．5旬

散　　　播

　　90κ9

　　90κ9

　　90切

　播種前
グラモキソソ（4159）

6月14日

水

　85a
二条7号

　11月4日

　1t5切

条　　　播

　1α2κ9

　12．4κ9

　駐4κ9

撹土耕前
グラモキソン

　シマジソ

　6月5日

田

　　50a
ニユーゴールデソ

　11月2日

　15，5匂

散　　　播

　12．0κ9

　18．0κ9

　14．0κ9

6月8日

自脱型コンバイン（場内は‘69年サトー式2条

用，‘70年ヰセキ式2条用，現地はサトー式2

条用）を用い，収穫した穀粒は未乾燥貯蔵の体

系とし，場内，現地とも‘69年はドリル播（グ

レインドリル），‘70年は散播（場内はブロー

ドキャスター，現地は手播）で実施した．供試

体系は第1表に示したとおりである．また耕種

概要は第2表に示した．

　3．調査方法　各作業の能率測定はストップ

ウォッチによった．各作業の精度は無作為に個

所お』よび個体を抽出し調査した．ただし自脱型

コンバインの作業精度については農業機械化研

究所編さんの「自脱型コンバイン試験方法」に

よった．また二条大麦の調査は一般作物調査方

法によった．

第3表作業別延作業時間（佃aあたり）

項目

　　　作業
場所年度　名

艘狙砕土施肥播種覆土撹土除草剤収穫貯蔵
草処埋　耕　　　　　　　　　　耕散布
　　　　　　　　　　　　　　　分

計

延作業
時　間

機械利
用時間

場　内

現　地

場　内

現　地

℃9　分6。分　分1｝11分1諭 25認146分（？脇分
470

‘69

12

5　40　　18

9　　8

56 18

61 　　　　　　　4　8　552　　56　　　　　　　（8．0）

5404”0（幡
‘70

宅9 60
51　14
　56

45 　528　52　（　）
6　　558　　85　　565

‘70

‘69

12　　　　　　　　　9

5　　40　　18 28
8 61

18
　126　　18　　254
5　 202　　55　　56ア

，70 45 159　　16　　265

注　（　）内数値の単位は時間



　　皿　試験結果および考察

　‘69年には場内，現地ともに体系の一部に変

更がみられ，また播種直後の降雨により冠水害

（発芽の低下）がみられだ．‘70年には場内で

施肥播種作業の不手際から生育むらを生じ，現

地で切土，盛土による地力差の影響がみられた．

調査は両年とも順調にすすめることができた．

　1．作業能率

　第4表　施肥量と播種量との関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　45

　第3表に示したように撹土耕前除草剤散布か

ら収穫貯蔵までの10aあたり延作業時間は‘69

年場内16．5時間，現地10．9時間といずれも10時

間以上を要したが，‘70年には場内8Q時間，現

地Z5時間で終了した．

　このように年次によって延作業時間が異なる

のは‘70年には散播栽培の採用，収穫作業速度

の増加，および貯蔵における樹脂製サイロの採

　　　　項　　　　凍霜害　12月

区名　目無凍凍霜繧
　　　　　　　　　霜

茎 数 成熟期調査 収量調査
鴨謬日1§日桿長穂長徽桿重管響

わらの搬出

の有　無

施肥　量

播種量

搬　　出

無搬出

基準量
1．5倍量

2。0倍量

基準量
1．5倍量

2．0倍量

t5㎝丘・㎝Z4侃18麹8麹61験9野z6㎝55鈎撃・覧28瓶。49

1．0　　4．0　　8．4　　175

1．8　　　4．5　　　Z　O　　　175

2．0　　　　5．5　　　　8．0　　　168

2・0　6．5　8．5　188

5．0　4．5　8．2　65
5．5　　　4。8　　　8．9　　　161

4．0　　　　5。0　　　8．…5　　　271

187　255　102　　Z4

244　554　　 94　　Z5

405　484　104　 Z5

505644　105　Z5
120　452　　99　　Z6

268　　842　　104　　Z5

214　918　101　　Z9

一　　 一　5595　419

412　54隻5　5848　　41。2

511　722ρ　’552¶　　58．6

728571．540之55Z1
－　　　6642　　480」　　42．1

528　　7457　　54aρ　42，6

606　45Z1　40Z5　42．5

備考．　1．　播種月日

　　2　播種様式

　　　こ　品　　種

　　　4。すき込みわら

用などによる．

11月5日

散　　播
ニューゴールデン

自脱型コン〃》：功ッター切断　長さZ5㎝量70．7纏／a

　‘70年における負担面積を試算した結果は，

施肥，播種，挽土耕の組作業で考えると37～43

ha，収穫，貯蔵の組作業では1β～25haであ

った．これらの負担面積については手作業部分

の排除（施肥播種作業の機械化および収穫作業

における全面刈り自脱型コンバインの採用）に

よりさらに増加が期待できる．しかし自立経営

農家における飼料用裏作麦の作付面積（I　ha

未満）からみて本体系のままで一般農家への適

応が可能と判断される．

　2．　作業方法と精度

　　D　除草剤散布（播種前）作業

　‘70年は場内において雑草の発隼が多く，後

日繁茂が懸念されたので中型トラクタ・スプレ

ーヤー（ブームノズル50m巾）を用い，エンジ

ン回転数1，200rロn，ギヤ位置L－3速の調節で

散布した．薬液散布量は10aあたり83．3召　（グ

ラモキソン413cc〉で雑草は完全に枯死した．

主な雑草はマツバエ，スカシタゴボウであった．

現地では雑草の発生が少ないために除草剤の散

布は実施しなかったが，連年作付をくりかえし

実施した場合には多発が予想された．したがっ

て播種前後に1回は散布する必要があると考え

られる．この場合播種前にはグラモキソンのよ

うな接触剤の散布でよいが，播種後にはC　A　T

「一一
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5表　作業法と出芽（現地）

区分 項目草丈葉令播種位置
　　　　　　　　　　XCVXCV驚CV

芽
数

出
本

撹土深4c凧　1回がけ

撹土深5㎝㌧　1回がけ

撹土深5～4㎝、2回がけ

Z評2誹t5飛258％28㎝65轟55和2
Z7　　22β　　　1。6　　11．ろ　　1．9　　71．5　乙62

Z2　 15。7　　1．7　　91　2。6　51．8　257

第6表　播種法と精度との関係

作業機PTOエγジン散布

名　　回　転　回転数　高さ

散布　　散布むら　散布
方向

調節　　支　cv　速度

散布10読たり
　　理論能
巾　　率

フ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
ー

グド
レ

　リ
イ

ソノレ

低

高

高

高

t郵om5伊
1，500

1，800

2，100

1，200

1，500

1，800

2。100

2。100

2，100

2，100

2100
2．100

2，100

1，500

1，500

1，500

1，500

8
8
8
8
8
8
8
8
5
8
8
8
8
4
9
4
7

5
5
5
5
5
5
5
5
4
4
5
5
5
5
5
4
4

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
8
1

94粒54矛α6sδc41♂

7
6
6
5
8
4
ア
7
5
1
7
5
1
5
5
9
1

敦
5
5
9
敦
な
＆
ム
5
乙
＆
娠
4
。
4
．
4
ム
尾

56．8

52．5
595
56．4

65．7
68．0

68．1
68．1

．71．9

72．9
68．0

6ZO
6Z4
65．9

74．0

68．4
46．5

0．99
，．19

1．42
0．70

0．94
1．21

1．58

1．58

1．59

1．40

1．50

1．47

1．57

1．00

0．86

1．06

5．45
6．60
5．90

5．90

Z55
905
985
985

10．60

10．55

8．80

Z50
6．65

1．20

1．05

1．05

1．15

認
＆1

2。1

20
4．4

2．4

1．5

1．6

1．6

1．2

1．1

1．5

1．5

1．8

15．9

18．5

14．8
ラ
イ
ム

ソ
ワ
1

1
　
一

1，500

1，500

55
55 ｝

一

92
95

46．0
42．6

1．27

02．27

1．80
1．80

z5
4．1

備考．1．本機中型トラクタL－200　20p　s

　　2．散布高さ　ライムソワーを除き油圧で調節

　　＆　散布方向調節　0～11段階数値が多くなるにしたがい、進行

　　　方向左側に散布される

　　4．…は10㎝×10侃内の落下粒数2粒以上を散布巾とした。

　　5。使用種子ニューゴールデン

第7表　作業法と土塊との関係

区　 分
φ
2

㎝
糎

課 計φ
上

㎝6
以

φ
6

㎝
～

　
4

φ
4

㎝
㍗

露
度

子
程

種
出

場内　撹土深5．5㎝1回がけ50．7％2Z8％512％　8・8％　t5％100％
　　撹土深4㎝1回がけ25・1　1Z4　259　21．5　10．1　100
現地　撹土深　5㎝1回がけ291　21．乙　258　16．5　　6。5　100
　　撹土深5～4㎝2回力勢52．0　255　乙1．7　　q8　　1．0　100

粒

4
6
5
5

t
2

注 測定ケ所5ケ所　1ケ所500舵×50㎝×撹土深
数値は重量比率



　　　　　　　　　のによる生育期処理が有効である．

　2）施肥播種作業
‘69年。に散播栽培に適した施肥播種量を把握

するために施肥播種量を組み合わせて試験を行

なった結果，第4表に示したように施肥量，播

種量ともに慣行のL5倍量区が高収を得た．‘70

年にはこの結果を組み入れて実施した．

　　　　　　　　　　　　　47
施肥方法としては中型トラクタ・ブロードキ

ャスター（スピンナー型）を用い，エンジン回

転熱し500rpm，lPTO，720rロn，ギヤ位置L－

3速で調量開度（l　l段階）3とし，一方向散布

（進行方向左側）を行なった．有効散布巾が30

mであったため補正散布を行なったが後日の生

育状況からみて充分でなかった．散布量は10a

第8表　収穫作業精度

区　分 作業技術体系試験で二条大麦）

項　目 場内現地場内現地も8年度
　‘69年度　　　　♂70．年度

収穫試験
（ドリル麦）

桿　　　　　　 長（oれ）　　　8Z5

穂　　　 長（㎝）　　Z6

　　　稗（％）　66．8含水率
　　　穀　粒（％）　　40．0

穀粒口流量齢ha）　569
排桿流量鉾彫hr）　554

　　頭部（％）　0．09
損失　脱穀選別　‘％）　　0．94

　　　計（％）1．05
　　単位（％）　92。7
選別芒騰よび（％）　σ

　　損傷粒（％）　　1．5
　　・屑　　（％）　　1．5

84．5

5．1

61．6

24．8

245
519
0，10

2。00

2。10

95．0
5．4

0．4

1．2

8～し1

z5

65．5

25．6

9Z5
6．8

65．5

2Z9

lt2・lt・・

1．20　　　1．00

61．8
2．5

62．6

20．2

576
555
0．41

z19
Z60
98．2

1．8

0．0

0．0

第9表　作業速度（流量）と精度

種
残

．
灘ギ

目

　
　
項

ヰ　セ　キ　式 サ　　ト　ウ　式

1速　2速　1速　2速　1速　2速　5速　1速　2速　5速
48．8　　　 55．4　　　　　 48．8　　　　　　　55．4

作業速度（膨sec）0．25

排桿流量（κ創hr）　560

穀粒口流量故砂／hy）　508

　　頭部（％）0．12

損失　脱穀選別（％）　498

選別

　計　　（％）510

単　　粒（％）84．7

芒騰よび働27
損傷粒（％）11。5

　屑　で励　1．5

7
4
0
0
6
6
」
5
5
」

5
　
0
　
7
　
1
　
5
　
ゐ
　
2
　
2
ε
　
2

0
．
7
4
α
義
乙
8
　
1

5
8
7
9
6
5
2
1
1
ゐ

2
6
2
5
7
1
2
義
α
4

α
5
2
α
4
5
。
8
　
1

0ろ9

779

506

0．04

457

4．61

756

1．5

1Z6

z5

0、07

165

91

0．50

4．88

5．18

61．2

1．0

5Z5

0．5

2
0
2
7
9
6
6
9
1
4

4
　
2
　
7
　
』
　
5
　
7
　
0
　
0
　
α
　
住

0
5
1
p
O
5
ゑ
8
　
1

0．28　　－　0．07

695　201

540　　90
0』5　0．17

1。58　6．15

1。55　　　　6．52

71．0　55。1

1．8　　1．5

26．7　45。5

0．5　　0．乙

0．12　029

295　722

125　574

0．25　0ng

462　1．54

4．85　　　1．45

62．6　7Z5

1．0　0。6

56．σ21．6

04　 05

一一←一 …㎜㎜一一“
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第10表　成熟期およぴ収量調査

区

項
目 成　熟 期 調　　査　　　　　　　　　　収量調査（aあたり）

分 穂　数 一穂粒数　白渋赤さ　倒伏　桿重子実　立重千粒重
桿長穂長
　　　　有効おくれ 総 枇　　病　び病　　　　　　　重

1 出
㎝　　㎝本／が本／π2 一部　　　　　　　9
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第11表，乾燥方法と穀粒水分変化
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あたり90㎏（4－10－10化成）で設計の10％減

であった．

　播種作業においても施肥作業と同様の使用条

件（ただし調量開度7とした）に走行間隔を考

慮して実施したが，施肥作業と同様の結果を得

た．播種量は10aあたり14．3㎏で設計の46％減

であった．出芽調査の結果㎡あたり364本であ

った．

　現地では施肥播種作業を手散布で行なった．

施肥の方法はほ場の一端の畦畔（長辺）に平均

q7m置きに1袋ずつ15袋を配布，開封し，背負

紐つぎ石油缶を用い，3回に分けて散布した．
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散布はほぼ全面に均一に散布されたが，切土，

盛土部分の加減が配慮されなかった．

　播種方法は施肥作業と同様に実施した．散布

回数は2回に分けいずれも長辺方向散布を行な

い，第1回目は10行程（1行程巾亀Om），第2

回目は8行程（1行程巾3．75m）で散布した．

散布量は10aあたり1鎚㎏であり，出芽調査の

結果は第5表に示したように㎡あたり362本で

あった．

　以上から場内ではブロードキャスターの利用
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第1図

第2図　貯蔵中における温度の変化

注　　　穀粒水分　5．4．0％

　　貯蔵量約1石
　　貯蔵日から4日間抜気（掃除機使用）
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第12表・穀粒水分と品質鑑定
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　　　　　　注．1．分析はフリーク氏法による
　　　　　　　　2・栃木県畜産試験場に分析依頼

法，現地では施肥播種作業の機械化が問題点と

して指摘された．そこで‘70，‘71年に省力的

播種法について散布精度を中心に検討しだ結果，

背負型三兼機では実用性に乏しく，風力および

散布ホースの改善が必要であることが確認され

た．またブロードキャスター，ライムソワー，

グレインドリル（種子導管を外す）の3機種に

ついて比較検討した結果，第6表に示したよう1

にブロードキャスターはエンジン回転数を増す

に従い，散布速度および散布巾は急激に増加し

たが，作業精度は低下する傾向がみられ，P　T

Oを高速回転にすることによってこの傾向はさ‘

らに拡大された．また散布精度と散布位置（高

さ）および散布方向については大差がみられな

かった．しかし風の有無により散布巾お』よび精

度への影響が考えられるので風の少ない日を選

んで散布すべきであろう．グレインドリルでは，

散布位置を高くすることで，ライムソワーは作業

速度を増加させることにより作業精度が高まる

傾向がみられた．以上からライムソワー利用が

散布精度も高く風の影響を受けることが少なく，

その実用性が認められた．ただし精度の高い散

布量を必要とする場合には問題である．なお西

日本では播種，耕起の一行程栽培が試みられて

いるが，今後これらの検討も必要である．

　　3）撹土耕作業

　中型トラクタ・ロータリーを用い，爪の方向

を交互に装着し，土壌の一方向への飛散を防止

するとともに爪の回転を高速にして土壌の砕土

撹拝を良くするように配慮し，また，撹土耕は

稲株の抜けない程度とし，3C皿を目標に調節し

て実施した．土壌の砕土状況は第7表に示され

ているが，場内のロータリー1回がけの場合は

土壌水分43％で2cm以下の土塊が58．6％であり，

現地では土壌水分42％において，ロータリー1

回がけの場合は撹土深4cmで2cm以下の土塊が

42．6％，3cmで5α4％，3c皿で2回がけの場合

は5Z5％で場内よりやや砕土が困難であった．

種子の地表面露出程度は㎡あたり13～16粒（理

論播種量の4～5％）であり，砕土状態が良く

なるに従い露出種子は少なくなる傾向がみられ

た．撹土深さおよび撹拝回数と出芽程度との関

係は大差がみられなかった．

　　4）収穫作業

　枕地部分としてほ場の周囲lm巾（4隅のみ

3m　X3m）をバインダー刈り（場内）まなは

手刈り（現地）を行ない，中央部分を自脱型コ

ンバインで収穫し，ついで枕地部分の脱穀を行

なった．その結果は第8表に示したように体系

試験では桿水分62～67％，穀粒水分25～40％で，

穀粒損失は1％前後であり，機械への支障はみ

られなかった．また桿長が極端に短かいドリル

麦（桿長61．8c皿〉にお』いては穀粒損失は76％と

多く，このうちでもこき残し損失がその大部分

を占めた．

　グレーンサイレージ用として高水分穀粒を自
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脱型コンバインで収穫するには問題があると予

想されたので，‘69年に作業速度（流量）と作

業精度の面からどの程度の穀粒水分のものまで1

が刈取り可能であるかについて調査した．その

結果は第9表に示したように時間あたり流量が

I　t以上が望ましく，この場合の作業速度はq3

m／s　ecであり，穀粒水分ば50％前後が収穫可

能限界と考えられた．この点について農事試験

場畑作部の結果と一致している　．したがって

このように高水分穀粒の収穫も可能になり，従

来の収穫適期を5日前後早めることができる．

　　5）作物の生育収量

　‘69年は場内，現地ともに播種直後に冠水害

など一部にみられたが，収量は第10表に示した

ように10aあたり場内362kg，現地365㎏であ

り，‘70年は場内で339㎏，現地で400㎏であ

った．今後は散播栽培法も品種の選定　および

各種栽培法　の検討および適期播種の励行など

により生産性の向上が期待される．

　　6）乾燥，貯蔵作業

　飼料用として収穫した穀粒の乾燥および貯蔵

法にっいて検討した．貯蔵法のうち低水分粒の

未乾燥貯蔵法についてはすでに栃木県畜産試験

場においてその技術力確立されているので高水

分の穀粒について検討した．

　乾燥法，共同乾燥施設を用いた乾燥結果は第

1図に示したが，この場合送風温度70℃で82時

間を要し，時間あたり乾減水分率は加温時4．35

％貯留時（テンパリング）q5％で平均2．43％で

あった．なお燃料消費量は乾燥穀粒I　tあたり

372であった．以上から飼料用大麦乾燥は連続

　　　　　　　　キ加温方式が有利であることが認められた．

　一時貯留した穀粒を循環型乾燥機を用いて乾

燥した場合について莚干と比較検討した．その

結果は第11表に示したように時間あたり乾減水

分率は乾燥機でa5％，莚干で22％であった．こ

のような一時貯留後の乾燥は農閑期に行なえる

ので充分考慮する必要があろう．また一時貯餐

は共同乾燥施設の稼働期問の拡大にも利用がi

能と考えられる．

　高水分の穀粒を密封貯蔵した結果は第2図‡

よび第12表に示した．この場合の貯蔵時およ乙

開口時の状態はつぎのようであった．

　貯蔵時の状態，貯蔵中の穀温変化は抜気回鄭

その程度および外気温に関係なく一定温度に13

ぼ直線的に降下した．その降下割合は貯蔵時¢

穀温によっで異なり高ければ大きく低くれば小

さくなっていた．ガス（CO∂の発生は5～6

日間つづきその後は殆んどみられなかった．ま

た穀粒水分が50％前後では多く発生し，40％前

後ではあまりみられなかった．

　開口時の状態．穀粒水分50％前後のものは穀

粒が黒褐色を呈し甘ずっぱい臭気が強烈であっ

たが飼料的価値としてはr可」であった．しか

しこれを圧扁したものは味噌状となり給与上に

間題が残された．穀粒水分40％程度の穀粒は灰

黄色から黄色を呈し甘ずっぱいほんのりとした

香りであり飼料として「優」と判断された．

　以上から密封貯蔵における穀粒水分は40％程

度が限界と考えられるが，2カ月以上の貯蔵に

おいてはこれ以下におさえる必要がある．これ

については農林省農事試験場畑作部で行なった

結果と一致した．

　また密封貯蔵作業について容器をかえて場内

および現地で検討した結果は20石用のビニール

サイロより合成樹脂製の10石用（試作品）は張

り込みおよび密封作業が容易であった．しかし

サイロの上部に穀粒張り込み口があり，はしご

が必要であること，形状が上，下に長いこと，

高価であることなど改善点が指摘された．

lV　摘　　要

　飼料用大麦の機械化栽培ならびに乾燥貯蔵の

体系について場内および現地で検討した．その

一一
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結果の概要はつぎのようである．

　1．ドリル播栽培における作業能率は撹土耕

（または撹土耕前雑草処理〉から収穫貯蔵まで

の10aあたり延作業時間は場内で16．5時間，現土

地で10．9時間であり，散播栽培では場内ao時間，

現地でZ5時間であった．

　また負担面積は収穫，貯蔵の組作業に制約さ

れ1．8～之5haであった．なお本体系はこのまま

で一般農家への適応が可能と判断された．

　2．施肥播種作業の省力化としてライムソワ

ーの播種への利用の可能性が高いことを認めた．

　3．撹土耕作業において土壌水分42％程度（

沖積）の場合は出芽および砕土状態から通常分

ロータリーで一回がけ作業でよい．

　4．大麦をサイレージ用として自脱型コンバ

インで収穫する場合．穀粒水分は50％前後を限

界と考察した．

　5．乾燥機利用の場合．麦ではテンパリ・ング

方式より連続加温方式が効果的であり，循環型

乾燥機利用では穀粒水分40％程度でも機械への

支障は認められなかった．一時貯留後の乾燥は

農閑期の莚干も一考に値する．

　6．未乾燥穀粒の貯蔵では穀粒水分40％程度

が飼料としての利用上からの貯蔵限界水分と考

えられ，2カ月以上の貯蔵ではそれ以下にする

必要がある．貯蔵用試作サイロについては張り

込み口および形状，価格など改善点を指摘した．
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　7．作物の収量・‘69年は10aあたり場内

362㎏現地365㎏で，‘70年は場内339㎏，

現地400㎏であり収量の向上が望まれる．
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栃木農試報駈16（1972）
飼料用大麦の機械化栽培技術体系について
佐藤文夫・大村二郎・渋江　修・高橋憲一
　1　はじめに
　近年畜産の多頭化の傾向にともなって，飼料
自給度の向上が重要となっているが，濃厚飼料
給源を水田裏作に求めようとする動きとともに
麦作合理化としての技術信託による集団栽培も
みられるようになり，これらを前提に大型機械
化栽培体系化の研究もなされている．　一方水
田作の機械化に伴ない，これが裏作麦への利用
拡大が問題となってきた．このような背景のも
とに本研究は‘69，‘70年に水田作における自
立経営農家を対象に，農林省農林水産技術会議
で行なったr農業機械化技術の緊急開発に関す
る研究」の一環として，農林省農事試験場から
委託をうけて実施したものである．
　なお，試験遂行にあたり，農事試験場畑作部
　　第1表　年次別作業の体系
杉本清治機械化研究室長，高野久作物部長，畜
産試験場各位，市貝農業改良普及所各位，およ
び現地委託農家君島豊一郎氏より多大の御援助
をいただいたことに謹んで感謝の意を表する．
　E　試験方法
　1．試験場所　場内一（宇都宮市瓦谷町1080）
および現地農家（芳賀郡芳賀町与能．君島豊一
郎）
　2．供試条件　供試ほ場は場内および現地と
もに沖積水田（場内は‘69，‘70年ともに24a，
現地は‘69年83a，‘70年30a）を用いた．供
試作物は二条大麦（ニューゴールデγほかλ供試
機として中型トラクタ（場内はクボタL−200，
20P　S，現地はシバウラS−1100，20P　S）と
区　分
場
内
現
地
作業名
布耕土肥種土耕布穀搬蔵
散　　　　
散脱
　　　　　　　　取
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　‘70年度　　　　’69年度
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　　　（6．07π巾）　　　　　（5。4π巾）
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